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工事場所は，現在廃線となっている旧国鉄小松島駅前  

であり，特に右岸側は国道に接しており，商店，住宅が  

密集している地域である．また，付近には漁業協同組合  

のいけすがあるため，水質汚濁，騒音，振動等の公害対  

策には特に注意しなければならなかった．   

3．鋼製ケーソン設置工法   

3－1エ法の選定   

ケーソン施工箇所は港湾内の平均水深6mの水中で，  

ヘドロが2m以上堆積している．水中基礎のケーソン施  

工方法として，鋼製ケーソン設置工法と築島によるケー  

ソン工法の比較をTable2にまとめる．   

環境に与える影響，施工性，経済性を総合的に判断し，  

本工事では鋼製ケーソン設置工法が採用された．鋼製ケ  

ーソンの高さは，ケーソン設置後の天端が満潮面より2  

m高くなるように計画された．  

3－2 鋼製ケーソンの製作・運搬   

鋼製ケーソンは，工場製作した部材を造船所のドック  

で組立て，進水し，漫上運搬する吉個となっていたが，  

付近王適当な造船所が無いことから工場製作した部材を  

港湾施設のある岸壁まで運搬し，岸壁で組立てて起重機  

船で吊り降ろし，海上運搬する方法を採用した（Photo  

l）．   

鋼製ケーソン工場製作および組立時の管理項目とし  

て，①原寸検査，②材料管理，③部材管理，④i封妾およ  

びひずみ取り，⑤HTB締付けの管理，⑥出来形寸法，  

⑦水張り試験等があげられる．   

鋼製ケーソンの刃口部やスラブ下端の鉄筋は，ケーソ  

ン組立て後では，ケーソン内にさし込めないのでケーソ  

ン組立てと同時に鉄筋組込みを行わなければならない．  

この場合，鋼製ケーソン製作工場（または造船所）と鉄  

筋組立ては別業者となるので厳密な工程管理と作業状況  

の把握が必要となる．また，ケーソンの部材が密集して  

いる箇所は束ね筋として鉄筋組立てを行っナ∴  

3－3 鋼製ケーソンの設置・着床   

海上運搬した鋼製ケーソンは起重機船で設置箇所に吊  

り込むが，鋼製ケーソンの設置精度の確保および海底面  

への着床方法が問題であった．   

工事用桟橋支持杭にストール枠を1段，L字型の平面  

に取り付け，鋼製ケーソンの吊り込み後，反対側よりジ  

ャッキで押しつけて固定し，設置精度を確保した．また，  

鋼製ケーソンの海底面への着床の方法としてコンクリー  

ト打設による重量で沈設させる苅去を採用した（Photo  

2）．  
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鋼製ケーソン設置工法によるニュ  

ーマチックケーソン基礎の施工  

山本 伸一＊  

Shin－ichiYamamoto  

1．概要  

本工事は，徳島県街路事業の一環として，小松島市神  

田瀬川の河口，小松島港港湾区域に建設される中筋綿巷  

線第二千歳橋の橋台および橋脚それぞれ2基をニューマ  

チックケーソンにて施工するものである．水中基礎のケ  

ーソン構造としては，鋼製ケーソン設置工法が採用され  

ている．Fig．1にケーソンー般図，Tablelにケーソン  

諸元を示す．  

TabIelケpソン諸元  

施1 
ケーソン   

箇所  
長さ  幅  高さ  重量   

橋台Al   21．8m  11．Om  20．Om  

Al鋼製ケ【ノン  21．8m  11．Om  8．5m  11St  

ll」 †十                        橋脚Pl   16．Om  9．Om  16．5m  

Pl鋼製ケ←ソン  16．Om  9，Om  9．5m  90t   

四 11l 凹 F  橋台A2  21．8m  11．Om  18．Om     A2鋼製ケーソン 円  21．8m  11．Om  8．5m  122ti   l橋脚P2  16．Om  9．Om  16，5m     iP2鋼製ケーソン  16．Om  9．Om  9．5m  9：如   

2．地質および環境  

施工箇所の地質構成は，上部がi中積シルト層，下部が  

洪積砂礫層となっている．ケーソンの沈下完了点は，支  

持層となるⅣ値30以上の砂礫層であり，海底にはヘド  

ロが2mll上堆積している．上部のシルト層は不透水層  

であるが，支持層の砂礫層は透水性が高く，ニューマチ  

ックケーソン工において，施工箇所の砂礫層は空気の通  

りやすい層と判断される（Fig．2参照）．  

＊四国（支）小桧島（出）工事係長  
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Table2 鋼製ケーソン設置工法と築島によるケpゾン工法の上団交  

鋼製ケーソン設置l二法  築島によるケーソン1二は  

ケーソン押付面の軟溺地盤を砂ま7ごは砂利  

等で置換し、イ（陣整lIミを水中作業で行う。  

仮締切1二の必要がないので施l滴積は小さ  

い。  

基礎部の鋼製ケーソンは型枠のfU†了となる  

ので施l二が省略化できる。  

水上運搬および設置に起重機船、引船等が  

必要である。  

ケーソン施1二筒所に工事用桟橋が必要であ  

る。  

・ケーソン桝付面が軟弱である場合は、良質  

l二との置操了Ⅰ二が必要である。  

・水深が深い場合、盛土量が多大となる 。ま   

7∴ 仮締切が必要なことから施「面積が大   

きくなる。  

・築島村による水質汚濁防止対策が必要であ   

る。また、築島村を撤去、処理しなければ   

ならない。  

・工事用桟橋は、施工筒所出入「Jやケーソン  

施l個所付近の小規模な施、■工で済む。   

ケーソンコンクリートは，作業室スラブまで（ん＝3．5  

m）が1ロットという当初計画を，満潮時の浮力に対応す  

るためケーソンハンチ部まで（ゐ＝4．5m）を1ロットに  

変更し，コンクリートポンプ串2台で傾斜の生じないよ  

うに均等に打設した（Fig．1参照）．  

Photol鋼製ケーソン  

Photo2 鋼製ケーソン設置  

の着底面が置換砂であることから設置誤差は経時的に変  

化するので，測定時期はストール梢散去後，ニューマチ  

ックケーソン沈下掘削施工前とした．設置誤差の原因と  

しては，①ストール粋がケーソン沈設方向に1段しか設  

置できなかったこと，②コンクリート打設時に偏荷重が  

作用し，傾斜が皆無ではないこと，③置換砂の水中均し  

精度，④渡藻用鋼矢板を撤去した彼の置換砂均しから鋼  

製ケーソン着床までに時間的経過があるため，着床面が  
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Fig．2 Al橋台付近の地質柱状図  

4．設置精度   

Table3に鋼製ケーソンの設置精度を示す．ケーソン  
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㈲充の影響を受けたこと等が考えられる．鋼製ケーソン  

の設置誤差は，ニューマチックケーソン沈下掘削におい  

てある程度修正可能である．   

5．おわりに  

鋼製ケーソン設置工法は，製作工場，運搬航路等に制  

約は受けるものの水深の深い箇所での基礎施工には施工  

面障の縮小，施工省円糾ヒの方法として非常に有効である．  

環境保護，建設公害が重要な問題となっている現在，本  

工法の施工事例は増加するであろうと考えられるがニュ  

ーマチックケーソン工と併用する場合，設置時の誤差の  

修正は簡単にいかないのが実情である．鋼製ケーソンの  

着床方法を含めて設置精度をいかに石酎果するかが重要な  

課題である．   

Table3 鋼製ケーソン設置精度  

ケーソン   設計値   測定値   差  

（mm）   （mm）   （mm）   

TP．＋2420  TP・十2316  －10」l  

2   2370  － 5（）  
H   

3   2375  － 45  

4   ノ／   2327  － 9：う  
Al   

±  0  東へ 19   19  

2   南へ  1   
D   

3   東へ 14   

4   北へ  27   27   

TP．＋2620  TP．＋2391  －229  

2   2574   46  
‖   

3   2540  － 80  

4   2372  汀248  
Pl  

±  0  西へ  17   17  

2   北へ  99   99  
D - 

3   西へ   4   4  

4   北へ 100   100   

TP．十2420  TP．十2192  －228  

2   2155  －265  
H - 

3   ／／   1990  －430  

4   2022  －398  
A2  

±  0  西へ  64   6▲・壬  

南へ  77   77  
D   

3   西へ  63   6こう  

4   南へ  77   77   

TP．＋2620  TP．＋2388  －232  

2   ／／   2575  － 45  
H - 

3   2748  －128  

4   2573  － 47  
P2  

±  0  ■束へ 105   105  

2   北へ 161   161  
D   

3   乗へ  89   89  

4   北へ 187  187  

鋼製ケーソ  ン   

D4  D  

3   H   
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